
菅
内
閣
は
、
有
観
客
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
に
固
執
し
、
専
門
家
集
団
の
意
見
す
ら
聞
こ
う
と
し
て

い
ま
せ
ん
。
「
大
き
な
リ
ス
ク
を
負
っ
て
で
も
オ
リ
パ
ラ
開
催

の
理
由
は
何
か
？
」…

日
本
共
産
党
志
位
委
員
長
の
質
疑
が
注

目
を
集
め
る
ほ
ど
、
菅
内
閣
の
説
明
責
任
、
様
々
な
リ
ス
ク
に

対
す
る
対
応
の
乏
し
さ
に
国
民
的
怒
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
振
り
返
れ
ば
、
市
独
自
検
査
セ
ン
タ
ー
設
置
、
「
疑

い
」
患
者
を
含
め
感
染
者
の
入
院
補
助
な
ど
「
声
を
上
げ
れ
ば

政
治
は
変
わ
る
」
と
い
う
実
例
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
の
導
入
、
集
団
接
種
の
大
幅
拡
充
な
ど
さ
ら
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
党
市
議
団
は
、
一
般
質
問
や
委
員
会
審
査
に
と
ど

ま
ら
ず
、
討
論
、
国
や
県
へ
の
意
見
書
発
議
な
ど
持
て
る
権
利

を
最
大
限
活
用
し
、
市
民
と
と
も
に
願
い
を
実
現
で
き
る
政
治

へ
、
引
き
続
き
ご
一
緒
に
頑
張
り
ま
す
。

小
田
桐
た
か
し
議
員

６
月
24
日
（
木
）
午
前
10
時

１
、
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
安
全
か
つ
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
さ
ら
に
加
速
化
さ
せ

る
た
め
に
、
ト
ッ
プ
の
政
治
的
判
断
や
取
り
組
み
姿
勢
が

問
わ
れ
て
い
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

②
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
つ
い
て
問
う
。

ア
、
準
備
や
事
前
キ
ャ
ン
プ
、
歓
迎
式
典
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て

イ
、
市
内
小
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
競
技
観
戦
に
つ
い
て

２
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ
い
て

①
感
染
症
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
な
ど
で
、
負
担

が
増
大
す
る
市
職
員
の
実
態
把
握
と
改
善
策
に
つ
い
て

②
医
療
、
介
護
、
福
祉
、
保
育
、
学
校
、
市
役
所
各
窓
口
な

ど
市
民
生
活
の
基
盤
的
職
場
に
対
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
対
策
を
充
実
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

③
「
20
万
都
市
」
と
な
っ
た
本
市
で
、
感
染
症
対
策
に
大
奮

闘
さ
れ
た
保
健
・
医
療
体
制
の
強
化
策
に
つ
い
て
問
う
。

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

６
月
24
日
（
木
）
午
前
11
時
頃

１
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
南
流
山
小
学
区
の
新
設
小
学
校
と
旧
東
洋
学
園
大
学
へ
の

南
流
山
中
移
転
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

ア
、
南
流
山
中
の
移
転
計
画
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
住
民

と
の
合
意
は
得
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

イ
、
南
流
山
中
は
千
人
を
超
す
過
大
規
模
校
と
な
る
が
、

旧
東
洋
学
園
大
学
を
生
か
し
、
充
実
し
た
教
育
環
境
を

準
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
、
環
境
問
題
に
つ
い
て

①
菅
首
相
は
２
０
５
０
年
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
実
績
ゼ

ロ
を
宣
言
。
政
府
は
脱
炭
素
に
向
け
て
動
き
始
め
た
が
、

流
山
市
の
取
組
を
ど
の
よ
う
に
前
進
さ
せ
て
い
く
の
か
。

②
ご
み
焼
却
施
設
の
長
寿
命
化
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
脱
炭
素
社
会
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
廃
棄
物
行
政

を
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
を
問
う
。

ア
、
指
定
ゴ
ミ
袋
制
は
市
民
的
な
合
意
が
得
ら
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
来
年
４
月
か
ら
の
本
格
実
施

は
延
期
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

植
田
和
子
議
員

６
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時
頃

１
、
保
育
所
の
量
と
質
の
確
保
に
つ
い
て

①
保
育
所
数
は
市
内
全
域
で
、
偏
り
な
く
充
足
し
て
い
る
か
。

②
政
府
は
「
短
時
間
勤
務
保
育
士
の
活
用
促
進
」
を
打
ち
出

し
て
い
る
が
、
保
育
士
全
員
が
短
時
間
勤
務
保
育
士
に
な

る
よ
う
な
事
態
は
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
、
コ
ロ
ナ
禍
で
困
窮
す
る
女
性
・
子
ど
も
の
支
援
対
策
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
社
会
実
現
に
つ
い
て

①
コ
ロ
ナ
禍
で
差
別
・
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
認
識

は
あ
る
か
。

②
様
々
な
性
的
被
害
・
差
別
が
あ
る
が
、
被
害
者
の
痛
み
に

寄
り
添
う
支
援
対
策
は
確
立
さ
れ
て
い
る
か
。

③
「
生
理
の
貧
困
」
は
深
刻
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
女
性
へ

の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

④
流
山
市
の
諸
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
参
加
や
、
女
性
幹

部
を
増
や
す
こ
と
へ
の
計
画
に
つ
い
て

３
、
難
聴
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
補
聴
器
購
入
費
へ
の
助
成
措

置
を
実
施
す
る
方
向
へ
踏
み
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

高
橋
あ
き
ら
議
員

６
月
24
日
（
木
）
午
後
２
時
頃

１
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て

①
中
高
生
を
対
象
と
し
た
初
め
て
の
全
国
調
査
が
行
わ
れ
た

が
、
実
態
調
査
に
つ
い
て
の
市
の
見
解
を
問
う
。

②
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
向
け
た
、
体
制
整
備
、
相
談

窓
口
の
明
確
化
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

２
、
ゆ
き
と
ど
い
た
学
校
教
育
に
つ
い
て

①
小
学
校
に
お
け
る
35
人
学
級
の
実
施
に
つ
い
て
、
流
山
市

で
の
実
施
状
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
問
う
。

②
流
山
市
の
教
職
員
の
未
配
置
の
問
題
に
つ
い
て

３
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
、
エ
ア
コ
ン
購
入
費
・
設
置
費
と
電

気
代
の
助
成
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

４
、
「
松
ヶ
丘
ふ
る
さ
と
公
園
」
が
伐
採
さ
れ
、
隣
接
す
る

「
松
ヶ
丘
散
策
の
森
」
の
保
存
を
求
め
る
地
域
住
民
の
声
を

耳
に
す
る
が
、
今
後
の
市
の
方
針
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

市
議
団
事
務
所

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

議
会
事
務
局

７
１
５
０
ー
６
０
９
９

会

期

６
月
17
日
～
７
月
７
日

21
日
間

（
議
案
15
件
、
請
願
・
陳
情
６
件
、
発
議
６
件
）

６
月

17
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

22
日
（
火
）
～
25
日
（
金
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

28
日
（
月
）
総
務
委
員
会

29
日
（
火
）
教
育
福
祉
委
員
会

30
日
（
水
）
市
民
経
済
委
員
会

７
月

１
日
（
木
）
都
市
建
設
委
員
会

７
日
（
水
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択


